

















































は、本研究の趣旨に沿うものである。よって、先に挙げた Flesch Reading Ease
や Flesch-Kincaid Grade Levelを参考値として扱いつつ、この Lexile Measureを
主な分析ツールとして採用することにした。
　分析の結果、対象とした 8組の教科書のうち 7組で、「コミュ英Ⅰ」の方が「英
語Ⅰ」よりも高い Lexile Measureを示した（図 1）。つまり、学習指導要領の改
訂に伴い新設された「コミュ英 I」の方が旧課程の「英語Ⅰ」よりもやや難し
めの英文を扱っているという傾向が見えたのである。「コミュニケーション英




































　根岸（2015）は、中学校検定教科書 6種類のうちの一つ NEW CROWN 
ENGLISH SERIES 1, 2, 3（三省堂）の教科書の難易度について、Book 1（中 1用）
が 210 L、Book 2（中 2用）が 380 L、Book 3（中 3用）が 480Lと報告している。


































1 ELEMENT English course II ELEMENT English Communication II 啓林館
2
Crown English Series II  （New 
Edition）
Crown English Communication II 三省堂
3
P R O - V I S I O N  E N G L I S H 
COURSE II （New Edition）
PRO-VISION English Communication II ピアソン桐原
4 UNICORN ENGLISH COURSE II UNICORN English Communication 2 文英堂
5 PROMINENCE English II PROMINENCE Communication English II 東京書籍
6
W O R L D  T R E K  E N G L I S H 
COURSE II
WORLD TREK English Communication II
桐原書店／
ピアソン桐原
7 Power On English II Power On Communication English II 東京書籍
8 BIG DIPPER English Course II Big Dipper English Communication II 数研出版
（表 2）分析対象の中学検定教科書一覧
教科書 出版社
1 COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE 1, 2, 3 光村図書出版
2 NEW CROWN ENGLISH SERIES 1, 2, 3. 三省堂
3 NEW HORIZON English Course 1, 2, 3 東京書籍
4 ONE WORLD English Course 1, 2, 3 教育出版
5 SUNSHINE ENGLISH COURSE 1, 2, 3. 開隆堂出版
6 TOTAL ENGLISH NEW EDITION 1, 2, 3 学校図書
4.3 分析手順
　本調査では、大田（2015）同様、まず上記に挙げた高校検定教科書「英語Ⅱ」














5.1.1 Lexile Measure で比較した場合











教科書タイトル コミュ英 II 英 II コミュ英 II －英 II（差）
ELEMENT 1040 910 130
CROWN 880 890 -10
PRO-VISION 1010 970 40
UNICORN 990 860 130
PROMINENCE 1030 950 80
WORLD TREK 740 910 -170
Power On 820 900 -80
BIG DIPPER 810 840 -30
Mean 915 904 11 













5.1.2 Flesch Reading Ease および Flesch-Kincaid Grade Level で比較した場合








するわけではないものの、Lexile Measureで見た全体的傾向と Flesch Reading 





（表 4） Flesch Reading Easeおよび Flesch-Kincaid Grade Levelで見る「コミュ英
II」と「英語 II」の難易度
　
Flesch Reading Ease Flesch-Kincaid Grade Level
コミュ II 難＞易 英語 II
差（コミュ
英 II－英 I）
コミュ II 難＞易 英語 II
差（コミュ
英 II－英 I）
ELEMENT 63.70 ＞ 64.40 -0.70 8.20 ＞ 7.60 0.60
CROWN 66.10 ＞ 71.80 -5.70 7.40 ＞ 6.50 0.90
PROVISION 65.60 ＞ 71.20 -5.60 7.90 ＞ 6.90 1.00
UNICORN 64.80 ＞ 72.30 -7.50 7.90 ＞ 6.30 1.60
PROMINENCE 60.20 ＞ 68.90 -8.70 8.90 ＞ 7.20 1.70
WORLD TREK 69.00 ＜ 68.50 0.50 6.30 ＜ 6.90 -0.60
Power on 66.10 ＜ 60.00 6.10 7.00 ＜ 8.20 -1.20
BIG DIPPER 67.80 ＞ 69.60 -1.80 6.60 ＞ 6.50 0.10
Mean 65.41 ＞ 68.34 -2.93 7.53 ＞ 7.01 0.51
5.2 「コミュ英Ⅰ」から「コミュ英Ⅱ」への難易度の推移
　次に、「コミュ英Ⅰ」から「コミュ英Ⅱ」へどの程度難易度が上がったのかを、
Lexile Measureと Flesch-Kincaid Grade Levelの 2つで確かめることにした。
5.2.1 Lexile Measure で見る推移
　Lexile Measureでは、「コミュ英Ⅰ」と「コミュ英Ⅱ」の間に 138Lの差があっ
た（表 5）。ただし教科書によってその差が 50L未満であったり 300Lを超えた
りと、「コミュ英Ⅰ」と「コミュ英Ⅱ」の差には教科書間で大きな違いがあり、
8冊に共通した傾向が見られたわけではない。強いてあげれば、比較的難易度
が高めの教科書（表 5の上 5冊）と難易度が中程度の教科書（表 5の下 3冊）
の中でそれぞれ共通点らしきものがある。それは前者のタイプの教科書の方が
後者のタイプの教科書よりⅠ・Ⅱの差が大きい傾向にあるというものである。










教科書タイトル コミュ英 II コミュ英Ⅰ コミュ英 IIと Iの差
ELEMENT 1040 721 319
CROWN 880 759 121
PROVISION 1010 883 127
UNICORN 990 818 172
PROMINENCE 1030 932 98
WORLD TREK 740 687 53
Power on 820 785 35
BIG DIPPER 810 630 180
Mean 915.00 776.88 138.13
Median2 935.00 772.00 124.00










2 各教科書の Lexile Measureに大きな偏りが見られたため、I と IIの平均を見るのに中
央値も参考値として用いることにした。
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（表 6）Flesch-Kincaid Grade Levelで見るコミュ英Ⅰ～コミュ英Ⅱへの推移
教科書タイトル コミュ英 II コミュ英Ⅰ コミュ英 IIと Iの差
ELEMENT 8.20 5.40 2.80
Crown 7.40 6.06 1.34
PRO-VISION 7.90 7.15 0.75
UNICORN 7.90 6.69 1.21
PROMINENCE 8.90 7.42 1.48
WORLD TREK 6.30 5.69 0.61
Power On 7.00 6.63 0.37
BIG DIPPER 6.60 5.22 1.38
Mean 7.53 6.28 1.24
Median 7.65 6.35 1.28
5.3 中学検定教科書から高校検定教科書への難易度の推移
5.3.1 中学検定教科書 1 ～ 3 の推移
　根岸（2015）で、中学検定教科書 NEW CROWN ENGLISH SERIES 1, 2, 3の難
易度と高校英語教科書 3の難易度が報告されているが、本調査では、中学検定
教科書 6種類全てを分析対象とし、根岸（2015）の結果を再確認することにした。
以下が中学検定教科書 6社の Lexile Measureの一覧である。根岸（2015）が報





の Lexile Measureが他よりかなり低く出ているものの、それ以外の 5冊は
3 三省堂発刊の CROWN English Communication I, MY WAY English Communication I, 
VISTA English Communication Iの３冊
4 本研究では Lesson / Unit / PROGRAMというタイトルのついた課の本文のみを分析
の対象とし、学校により扱いに差があると思われる Reading用英文は分析対象外とし
た。なお、SUNSHINE English Courseについては、PROGRAMの中で Reading（用テ
キスト）の扱いとなっている課は、同様の理由により分析対象外とした。
─ 12 ─
300~450の間に分布している。中学 3年用は、やはり Columbusのみ 400Lに届
いていないが、それ以外の 5冊は 450~550の間に分布している。よって、中学
検定教科書の本文は、Lexile Measureで示すと、大凡 100→ 350→ 500周辺を
推移していると結論づけられる（図 3）。
（表 7）中学検定教科書 6社の Lexile Measure
Lexile Measure 1文の長さ 総語数
COLUMBUS 1 10 4.23 1045
COLUMBUS 2 150 5.42 1626
COLUMBUS 3 380 6.88 2058
NEW CROWN 1 140 4.99 968
NEW CROWN 2 440 7.25 1710
NEW CROWN 3 470 8.16 2300
NEW HORIZON 1 40 4.43 1255
NEW HORIZON 2 340 6.6 1531
NEW HORIZON 3 460 7.68 1414
ONE WORLD 1 120 5.07 1323
ONE WORLD 2 330 6.51 1972
ONE WORLD 3 530 7.98 1980
SUNSHINE 1 140 5.06 1240
SUNSHINE 2 430 7.68 1873
SUNSHINE 3 540 8.72 1569
TOTAL ENGLISH 1 90 4.63 898
TOTAL ENGLISH 2 340 6.33 1569
TOTAL ENGLISH 3 530 8.25 1840
（表 8）中学検定教科書 Book 1～ 3の Lexile Measureの推移
Lexile Measure Book 1 Book 2 Book 3
COLUMBUS 10 150 380
NEW CROWN 140 440 470
NEW HORIZON 40 340 460
ONE WORLD 120 330 530
SUNSHINE 140 430 540
TOTAL ENGLISH 90 340 530
Mean 90 338 485
Median5 105 340 500





5.3.2 中学～高校 1 年への推移
　ここで、中学 1年から高校 2年までの 5年間の教科書の難易度の推移を
Lexile Measureを用いて確認する。先ほどの中学 3年間の推移に加え、ここに「コ
ミュ英Ⅰ」「コミュ英Ⅱ」を足して全体を俯瞰すると、中学 Book 1 （90）から
中学 Book 2 （338）へは＋ 248、中学 Book 2 （338）から中学 Book 3 （485）へは
＋ 147、中学 Book 3 （485）から「コミュ英Ⅰ」（777）へは＋ 292、「コミュ英Ⅰ」
（777）から「コミュ英Ⅱ」（915）へは＋ 138という上昇を見せている（図 4）。
この中で、中 1→中 2（+248）と中 3→高 1（+292）にかけての変化がその他
の学年の変化と比べて著しい。
　これを中央値で比較しても、中学 Book 1 （105）から中学 Book 2 （340）へは
＋ 235、中学 Book 2 （340）から中学 Book 3 （500）へは＋ 160、中学 Book 3 （500）
から「コミュ英Ⅰ」（772）へは＋ 272、「コミュ英Ⅰ」（772）から「コミュ英Ⅱ」
（935）へは＋ 163となり、やはり中 1→中 2（+235）と中 3→高 1（+272）に
かけての変化がそれ以外の学年間と比べて目立っている（表 5, 8）。中 1→中 2
と中 3→高 1の変化を比べた場合は、中 3→高 1での難易度の変化の方がより
顕著である。
─ 14 ─
























































が選択した時期が「中 1前半～中 2後半」と「高 1前半」の 2つであった。ま
た、英語学習のつまずき具合に関する質問については、計 12項目用意された






項目 中 3 生 高 1 生 割合の差
（高 1 －中 3）
文法が難しい 67.7 79.9 12.2
英語を聞きとるのが難しい 58.6 70.9 12.3
単語を覚えるのが難しい 57.0 68.5 11.5













3年の 1レッスンの総語数と高校 1年の 1レッスンの総語数にはかなりの差が




































教科書名 ELEMENT CROWN PRO-VISION UNICORN
1 課あたりの
総語数（平均）
610 647 703 636
教科書名 PROMINENCE WORLD TREK Power On BIG DIPPTER
1 課あたりの
総語数（平均）
668 400 327 436
　母語習得だけでなく第 2言語語習得にも大量のインプットが必要である。
Lightbown & Spada （2013）は、 “Classroom research has confirmed that students can 
7 高校の教科書本文と比較し易いように、ダイアログ形式ではなくモノローグ形式で
書かれた課の本文を対象とした。（ただし New Horizonの Unit 6に限っては本文の中
にダイアログも含まれる）
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make a great deal of progress through exposure to comprehensible input without direct 
instruction” （「教室での研究では、直接的に言語を教えなくても、理解可能なイ
ンプットに触れることで生徒が大いに進歩することが多くの研究により示され
ています」白井他訳 , 2014）と論じている。現在の日本の教育現場では、“ 教








































→ Lexile Measureで「コミュ英Ⅰ」が 777L、中学用 Book 3が 485Ｌであった。
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